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スマートグラスの現状 2026
フェイスコンピューターから AI コンパニオンへ
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エグゼクティブサマリー
2026年はスマートグラスの転換点です。10年にわたる失敗の連続を経て、市場はもはや単一の技
術的ファンタジーではなく、成熟し細分化された産業へと変貌を遂げています。今年は単一の「i
Phoneの瞬間」を迎えるようなデバイスが登場する年ではありません。カテゴリーが明確で実用
的な製品アーキタイプへと細分化される年なのです。根本的な価値提案は、顔にかけるカメラか
ら、生活を支援するプロアクティブなAI搭載コパイロットへと転換し、ついに消費者にコンピュ
ーターを着用する説得力のある理由を与えました。

現在、4つのアーキタイプが市場を定義しています。第一に、ディスプレイレスの「AIコンパニオ
ン」は、一般的なフォームファクターで、アンビエントな音声第一のインテリジェンスを提供し
ます。第二に、「ヘッズアップディスプレイ」(HUD)は、完全な没入感なしに、実用的なコンテ
キスト情報のレイヤーを提供します。第三に、有線の「メディアディスプレイ」は、エンターテ
インメントと生産性のためのプライベートな映画のようなスクリーンを提供します。最後に、空
間コンピューティングの聖杯である「フルAR」グラスは、デジタルと物理的な世界をシームレス
に融合させることを約束します。

この市場の細分化は、地政学的な対決にも反映されています。一方の陣営では、Meta、Apple、
Google、Snapといった米国のテクノロジー大手が、広大なプラットフォームとAIエコシステムを
活用し、強力ではあるものの壁に囲まれた庭（ウォールドガーデン）を構築しています。もう一
方の陣営では、Rokid、TCL RayNeo、INMOのような機敏な中国のイノベーターたちが、意欲的
な価格で機能豊富なハードウェアを迅速に出荷しており、特定の機能においては欧米製品を凌駕
することも少なくありません。

もはや議論の焦点は、スマートグラスが一般に普及するか*どうか*ではなく、*どのフォームファ
クター*が特定の日常タスクを制するか、という点にあります。巨額の資金調達ラウンドがカテゴ
リーリーダーの地位を固め、長らく沈黙していた企業による主要製品が発売され、そしてAIが具
体的な「なぜ」を提供することで、2026年はスマートグラス業界がニッチな魅力から主流の戦場
へと移行する年となるでしょう。

主要なポイント
01. 2026年は、単一の「iPhoneの瞬間」を迎えるデバイスによってではなく、成熟したAIの統合
と市場の細分化によって推進されるブレイクスルーの年である。

02. AIコンパニオン、HUD、メディアディスプレイ、そしてフルARグラスという4つの明確な製品
アーキタイプが登場し、「ワンサイズ・フィッツ・オール（万能型）」のアプローチに終止符を
打った。

03. 市場は、米国のプラットフォーム大手（Meta,
Apple）対中国の機敏なハードウェアイノベーター（Rokid, TCL）という構図に、開発者とニッチ
市場をめぐって争う第3の「オープン」な戦線が加わった三つ巴の競争となっている。

04. 常時接続のプロアクティブなAIが2026年のキラーアプリケーションとなり、グラスは受動的
なカメラから、生活に不可欠なコパイロットへとその役割を変えている。
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05. エンタープライズ分野では、物流向けの特化型グラス（Vuzix）やリアルタイム翻訳（Even R
ealities）において具体的なROI（投資収益率）が見出されており、コンシューマー領域を超えた
高価値なユースケースを実証している。

はじめに
はっきりさせておきましょう。あらゆる機能を備えた万能スマートグラスという夢は終わりまし
た。長年、業界はスマートフォンに取って代わる、顔にかける単一のコンピューターである「何
でもできるデバイス」を追い求めてきました。その追求は、かさばり、高価で、社会的に受け入
れられがたい失敗作につながりました。しかし2026年、その物語は根本的に変わりました。不格
好なフェイスコンピューターは消え去り、不可欠なAIコンパニオンに取って代わられたのです。
アイウェアは、見るだけの受動的なガジェットから、考える能動的なコパイロットへと変貌を遂
げています。

今年がブレイクスルーの年です。これまでの誇大広告のサイクルがデモと約束によって煽られて
きたのに対し、2026年は具体的な製品発売、成熟したソフトウェア、そして否定できない市場の
牽引力の上に成り立っています。Snapの10年越しの数十億ドルを投じた「Specs」への賭けがつ
いに市場に投入されます。Metaは、リアルタイムの栄養追跡からWhatsAppの要約まで、実際に
実用性を提供するAI機能を備えたRay-Banシリーズの改良を急速に進めています。一方、投資家
たちはVitureのようなカテゴリーリーダーに数億ドルを注ぎ込んでおり、これはベンチャー資金
による実験から持続可能なビジネスへの地殻変動を示唆しています。

市場の新たな成熟は、その4つの明確なアーキタイプを通して最もよく理解できます。

1. AIコンパニオン： スクリーンを完全に取り除いたこのカテゴリーは、アンビエントな音声第一
のインタラクションに賭けています。Rokidの「AI Glasses Style」やXiaomiのオーディオ中心の
グラスは、一日中快適な装着感、長時間のバッテリー寿命、AIアシスタントへのシームレスなア
クセスを優先しています。これらはメタバースを閲覧するためのものではなく、耳元でささやく
インテリジェントなガイドと共に現実世界をナビゲートするためのものです。

2. ヘッズアップディスプレイ (HUD)： これは実用的な中間地点です。新しいRay-Ban Meta「Dis
play」やRokidの競合モデルは、通知、ターンバイターン方式の道案内、またはリアルタイム翻
訳のための、目立たない非没入型のスクリーンを提供します。これらはあなたの世界を置き換え
るのではなく、拡張するものです。これは、日常のタスクに対して即時的かつ具体的な価値を提
供するアーキタイプです。

3. 持ち運び可能なシネマ＆仮想モニター： XREAL、Viture、TCL RayNeoのようなブランドによっ
て完成されたこれらの有線グラスは、一つのキラーユースケース、すなわち巨大で高精細なプラ
イベートスクリーンという用途に特化しています。フライト中に映画を観るためであれ、ラップ
トップ用のマルチモニター設定としてであれ、このセグメントはARのギミックなしに明確な問題
を解決することで、熱狂的なファン層を獲得しています。

4. 真のARグラス： 最も野心的なこのカテゴリーは、ウェアラブルなフォームファクターにおける
空間コンピューティングの当初の約束を体現するものです。Snapの「Specs」やAppleの注視さ
れているプロトタイプは、永続的でインタラクティブなデジタルオブジェクトを物理世界に重ね
合わせるという、このビジョンの実現を目指しています。まだ最も初期段階にありますが、オン
デバイスAIと光学技術の進歩により、これは遠い夢ではなく、差し迫った現実となりつつありま
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す。
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市場 — アーキタイプ
ディスプレイレスAIグラス
視覚ディスプレイよりも常時接続のAIアシスタント、音声フィードバック、カメラ撮影を優先す
るアイウェア。日常生活の積極的なコパイロットとして機能し、処理を接続されたデバイスやク
ラウドにオフロードします。

重量: 35-50g  ·  価格: $299-$499
主要企業: Meta · Rokid · Xiaomi
主要製品: Ray-Ban Meta Gen 2 (Meta) · Rokid AI Glasses Style (Rokid) · Mijia Smart Audio Glasses (Xiaomi)

耳を巡る静かな戦争が新たな戦場です。業界は視覚的なオーバーレイに固執していますが、本当
のボリュームはディスプレイレスAIグラスにあります。MetaのRay-Banプラットフォームでの継
続的な改良、それに続くRokidの専用AI Glass StyleやXiaomiのオーディオファーストの参入は、
アンビエントコンピューティングへの大きな賭けを示唆しています。価値提案はシンプルです：
邪魔にならないインテリジェンス。これは、ファッションパートナーシップを活用して重要な「g
lasshole」問題を解決し、実績のあるスケーラブルな消費者向けフォームファクターを持つ唯一
のカテゴリです。

この「ヒアラブル」な未来のために、スタック全体が再設計されています。Brilliant LabsとAlif S
emiconductorのようなパートナーシップは、これらのデバイスの「常時オン」の要件に直接応え
る、超低消費電力でプライバシー中心のエッジAIを開拓しています。ユーザーエクスペリエンス
はAIの積極性にかかっており、グラスを受動的なカメラから、画面を見ることなくグループチャ
ットを要約したり栄養を追跡したりするコパイロットに変えます。このカテゴリの最終的な成功
は、ハードウェアではなく、それを動かす見えない知能にかかっています。

弱点 — 音声とAIの解釈への完全な依存。確認用の画面がないため、コマンドの聞き間違いや不
正確なAIの要約が重大な障害点となり、ユーザーの信頼を損ないます。

HUDグラス
着用者の視線内に、シンプルで最小限のインタラクションが可能なHeads-Up Display (HUD)を投
影する軽量グラス。文脈に応じた通知、道案内、ライブ翻訳などのリアルタイムデータを提供し
ます。

重量: 45-75g  ·  価格: $499-$899
主要企業: Rokid · Even Realities · Vuzix · Meta
主要製品: Rokid Glasses (Rokid) · Even Realities G2 (Even Realities) · Ray-Ban Meta Display (Meta) · Vuzix
M-Series (Vuzix)

これはスマートグラスの主力カテゴリであり、スペクタクルよりも実用性に焦点を当てることで
静かにカムバックしています。巨大テック企業が空間のドラゴンを追いかける一方で、Even Real
itiesのような企業は今日、キラーアプリを出荷しており、G2のリアルタイム翻訳はグローバルビ
ジネスにおける言語の壁を打ち破っています。同様に、Vuzixは、HUDベースのピッキングシステ
ムのための迅速な導入プログラムにより、地味ながらも非常に収益性の高い物流セクターに注力
しています。

中国のイノベーターが機能セットを定義し、西側の既存企業に挑戦しています。最新のRokid Gla
ssesは、多くのユーザーにとって音声だけでは不十分であることを認識し、目立たないディスプ
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レイを搭載することで直接Metaをターゲットにしています。Ray-Ban Meta Displayモデルの発売
は、この市場の現実に対するMetaの暗黙の承認です。2026年の中心的な緊張は、この「十分な」
HUDが持続可能なカテゴリであるか、それとも完全なARへのロードマップ上の一時的な製品に過
ぎないかという点です。

弱点 — ディスプレイの「不気味の谷」。2Dオーバーレイは空間コンピューティングに比べて
時代遅れに感じられますが、ハードウェアはディスプレイレスのフレームよりも邪魔になりま
す。より魅力的な2つの未来の間に挟まれています。

フルARグラス
環境および空間を認識する3Dデジタルオブジェクトをレンダリングできる、スタンドアロンまた
はテザー型のアイウェア。これらのデバイスは、専用の空間オペレーティングシステムによって
駆動され、複雑なアプリケーションや手/目のトラッキングをサポートします。

重量: 70-150g  ·  価格: $999-$1,999
主要企業: Snap · XREAL · TCL RayNeo · Rokid
主要製品: Specs (Snap Inc.) · XREAL ONE Series (XREAL) · RayNeo X3 Pro (TCL RayNeo) · Rokid AR Spatial
(Rokid)

消費者向けARの夢はついに現実味を帯びてきましたが、それは断片的なビジョンです。2026年は
、Snapの10年にわたる数十億ドル規模の「Specs」への賭けがようやく市場に登場し、社会的に
統合されたAR体験を約束する年です。一方、XREALやTCL
RayNeoのような企業は開発者およびプロシューマー市場で争っており、X3
Proのようなスタンドアロンの強力な製品はオンデバイスAIを提供し、XREAL
ONEシリーズは3Dビジュアライゼーションの限界を押し広げています。

プラットフォーム戦争は準備段階で激化しています。GoogleのAndroid XRはまとまりのあるエコ
システムのための基本ガイドラインを提供しており、OpenUSDの採用は相互運用性を約束します
。しかし、部屋の中の象はAppleです。同社のグラスはまだ推測の域を出ませんが、Vision Proの
visionOSはすでに空間インタラクションの標準を設定し、開発者ベースを育成しています。「フ
ルAR」の成功は、2026年のハードウェアの発売にかかっているのではなく、どの企業が最初に開
発者に自社プラットフォーム向けの構築を説得できるかにかかっています。

弱点 — コンテンツの砂漠。ハードウェアはついに実用的になりつつありますが、アプリケーシ
ョンのエコシステムは不毛です。ニッチな目新しさを超えるキラーアプリがなければ、これら
の強力なデバイスは一般消費者にとって問題を探している解決策のままです。

複合現実(MR)アイウェア
完全に没入型の仮想現実および複合現実体験の提供に焦点を当てたヘッドセットとかさばるグラ
ス。高忠実度のビデオパススルーを利用して現実世界とデジタル世界を融合させ、終日着用性よ
りも処理能力を優先します。

重量: 300-600g+  ·  価格: $1,500-$3,500+
主要企業: Apple · Samsung · Magic Leap
主要製品: Apple Vision Pro (Apple) · Samsung Galaxy XR (Samsung) · Magic Leap 2 (Magic Leap)

これは最先端であり、パーソナルコンピューティングのルールがプレミアム価格で書き換えられ
ている場所です。AppleのVision Proは単独でこのカテゴリを正当化し、次の10年の空間コンピュ
ーティングのUX/UIの青写真を確立しました。Samsungのエンタープライズ重視のGalaxy
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XRとGoogleのMagic Leapとの戦略的パートナーシップは、Androidエコシステムの多角的な対応
を表しています。これはグラスを作ることではなく、次のコンピューティングプラットフォーム
を構築することであり、Metaの最近の戦略的撤退は、この戦いがいかに天文学的に高価であるか
を示しています。

メディアが未来のより軽い「Vision
Air」に夢中になる一方で、このカテゴリの当面の影響はエンタープライズにあります。Magic
Leap 2はこの分野をターゲットにし続けており、SamsungがGalaxy XRでAndroid Enterpriseサ
ポートを重視していることは、具体的なROIへの焦点を強調しています。これらの強力なヘッドセ
ットは、デザイン、トレーニング、リモートアシスタンスのワークフローを変革しています。「
メタバース」は蜃気楼だったかもしれませんが、プロフェッショナルな「空間ワークスペース」
は2026年において具体的で高価値な現実です。

弱点 — 孤立と非実用性。ビデオパススルーがあるにもかかわらず、これらは基本的に孤立させ
るヘッドセットであり、ソーシャルなウェアラブルではありません。その重量、バッテリー寿
命、価格は、静止したセッションベースの使用以外には非実用的であり、対象市場を著しく制
限しています。
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ディープダイブ — 欧米プレイヤー
Meta

正常化エンジン：Ray-Banで一度に一人ずつ、人々の心を掴む
Metaは2026年初頭、矢継ぎ早にソフトウェアアップデートを配信し、既存のRay-BanおよびOakl
eyグラスをより高性能なAIコンパニオンに変えました。26年春のプッシュでは、ハンズフリーの
栄養追跡、WhatsAppスレッドの要約、そして新しいRay-Ban Meta Displayモデル向けのディス
プレイ録画機能が提供されました。処方箋対応フレームを同時に展開することで、Metaは、より
高度でAIが持続的に機能する2026年モデル、コードネーム『Aperol』の噂が流れ始める中でも、
大衆への普及を阻むあらゆる障害をなくすことに執拗に注力していることを示しました。

Metaの戦略的な賭けは、正常化と漸進主義にあります。彼らはハイテクで高コストな空間コンピ
ューティングの軍拡競争を避け、代わりにファッションアイウェアというトロイの木馬を使って
、カメラ、マイク、AIを何百万人もの顔に搭載しようとしています。目標は今日、究極のARデバ
イスを構築することではなく、ウェアラブル技術に慣れた巨大なユーザーベースを育成すること
です。すべてのソフトウェアアップデートは、彼らのエコシステムの壁を築く新たなレンガであ
り、グラスが単なる受動的な記録装置ではなく、真に能動的なアシスタントとなる未来に向けて
、ユーザーとAIモデルを訓練しています。

ギャップは技術的な野心にあります。Metaは販売とブランド認知度で優位に立っていますが、そ
のハードウェアは競合他社と比較して保守的に感じられます。Rokidのような中国のライバルは
、はるかに没入感のある仮想ディスプレイを出荷しており、彼らのAIは機能の小出しというより
、中核的なユーティリティのように感じられます。Metaは現在の市場をリードしていますが、次
に到来する市場を構築している、より野心的なプレイヤーに出し抜かれるリスクがあります。彼
らは今日の戦いには勝っていますが、明日のプラットフォームを巡る戦争はまだ終わっていませ
ん。

総評 — 買い。Metaは、実際に購入して恥ずかしがらずに着用できる、唯一の成熟した万能ス
マートグラスを出荷しています。

Apple

機械の中のゴースト：10億ドル規模のラボで未来を完成させる
Appleは過去18ヶ月間、スマートグラスのカテゴリーで何も出荷していません。それが全てを物
語っています。代わりに、同社は空間コンピューティングの庭を丹念に耕し、Vision
Proアプリは2025年の賞を総なめにし、visionOS 2は3Dオブジェクト追跡のような重要な機能を
開放しました。アクセシビリティ向上のためのオンデバイスAIの強化から、米国での大規模な製
造投資まで、あらゆる動きが最終的なグラス製品への布石です。Appleはレースに参加している
のではありません。新しいレーストラックを建設しているのです。

戦略は古典的なAppleのやり方です。忍耐、完璧主義、そしてエコシステムによる囲い込み。彼
らは初期市場をMetaのカメラグラスやその他の実験に譲ることに満足しており、最終的に彼らが
登場したとき、その製品がカテゴリーを再定義するという賭けに出ています。Vision Proは、visi
onOSとそのインタラクションパラダイムのための、非常に高価な公開ベータテストです。本当の
狙いは、噂されている『Vision Air』――2027年に予測される、より軽量で安価なデバイスであり
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、この成熟したOSと、すでに空間デザインに精通した開発者コミュニティを継承することになる
でしょう。

Appleのギャップは、グラス市場全体です。Metaがテラバイト単位で実世界のユーザーデータを
収集し、SnapがソーシャルARデバイスの発売を準備している一方で、Appleは自社のラボで奮闘
しています。この『完璧な製品』戦略はスマートフォンや時計では成功しましたが、ここでのリ
スクはより大きいものです。もしMetaの『十分良い』アプローチが乗り越えられないネットワー
ク効果を生み出したり、Android XRが活気に満ちたハードウェアエコシステムを育てたりした場
合、Appleは世界で最も美しくエレガントなデバイスを、すでに市場が先へ進んでしまった中に
投入することになりかねません。

総評 — 待ち。Appleデバイスの登場は避けられず、それは洗練され、パワフルで、高価になる
でしょう。まだライバルのエコシステムにロックインされないでください。

Snap

ソーシャルARへのオール・オア・ナッシングの賭け
Snapの2026年は逆説から始まりました。大規模な企業レイオフが行われた一方で、ARグラス部
門は意図的に保護されたのです。これは明確な意思表示であり、長らく噂されてきた『Specs』A
Rグラスが今年ついに消費者向けに発売されるという確証によって裏付けられました。11年にわ
たる数十億ドル規模の研究開発サイクルの後、これは初代Spectaclesのような気まぐれなハード
ウェア実験ではありません。これは、Snapが長年抱いてきたARネイティブなコミュニケーション
というビジョンにとって、正念場となる瞬間です。

Snapの賭けは、ソーシャルな創造性にレーザーフォーカスしています。一日中使えるAIアシスタ
ントや携帯用の映画スクリーンを作ろうとしているのではありません。Snapchatカメラの究極の
拡張機能を構築しているのです。その戦略は、ARソフトウェアにおけるリーダーシップと、すで
にそのレンズの中で生活しているデジタルネイティブ世代との深いつながりを活用することです
。Snapが賭けるキラーアプリは生産性ではなく、現実の上にデジタルレイヤーを通して自分のア
イデンティティを創造し、共有することです。

ギャップは商業的な実行可能性です。Snapは比類なきAR体験とユーザーデータのライブラリを保
有しており、ソフトウェア面での優位性を持っています。しかし、MetaやAppleといったサメが
泳ぐ中で、彼らは小魚にすぎません。Spectacles V1からV3は商業的に失敗しました。もし新しい
『Specs』が熱心なSnapchatクリエイターのニッチ層を超えて広がらなければ、同社のハードウ
ェアへの野心に致命的な打撃を与える可能性があり、他社のプラットフォーム向けのソフトウェ
アプロバイダーとして残されることになるかもしれません。

総評 — 待ち。10年にわたる期待が2026年に現実となります。フィルターに満ちた未来という
ビジョンに投資する前に、Snapが見事に着地できるか見極めましょう。

Google

製品ではなく、プラットフォームであれ：Androidの戦略が再び
いつものように、Googleは2025年から2026年にかけて未来のインフラを構築しようとしました
。ヒーローデバイスの代わりに、Android XRデザインガイドラインをリリースし、AI搭載グラス
のビジョンの青写真を世界に示しました。このプラットフォーム戦略は、主要なパートナーシッ
プを通じて固められました。ハイエンドのエンタープライズARでMagic
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Leapと提携し、オープンスタンダードを推進するためにAlliance for OpenUSDに参加しました。
Googleは眼鏡を作っているのではありません。全ての眼鏡のためのオペレーティングシステムを
構築しているのです。

その戦略は、Android戦略の完全な再現です。多様なハードウェアエコシステムを動かす、オー
プンでユビキタスなソフトウェアレイヤーになること。Googleは、オープン性がAppleの壁に囲
まれた庭を凌駕し、Samsungのようなパートナーからの多様なハードウェアがMetaの画一的なア
プローチを打ち負かすと賭けています。200ドルのAIアシスタントから3000ドルのエンタープラ
イズリグまで、あらゆるものを動かすことを目指すことで、Googleは誰がフレームを製造するか
にかかわらず、データ、サービス、そして開発者との関係を所有したいと考えています。

Google Glassの亡霊がこの戦略に付きまといます。同社の最大のギャップは、フラッグシップと
なる北極星のような製品がないことです。Metaが製品を出荷し、Appleがそのハローデバイスを
磨き上げる一方で、Googleはマニフェストを発表しています。コンセプトを証明し、エコシステ
ムを前進させる『Pixel for XR』がなければ、Android XRは他のプラットフォーム戦略で悩まされ
てきたのと同じ断片化と一貫性のない品質のリスクを負います。紙の上では健全な戦略ですが、
実際にモノを売っているライバルに物語を完全に譲ってしまう戦略です。

総評 — 待ち。基盤となるプラットフォームは重要ですが、Android XRを搭載した『マストバイ
』なデバイスが登場するまでは、それは単なる魅力的なアイデアの集合体にすぎません。

Brilliant Labs

反逆者たちを武装させる：AR革命のためのオープンソースツールキ
ット
Brilliant Labsは、クリエイター層に力を与えるという静かな使命を続けました。派手な消費者向
けローンチの代わりに、この時代の決定的な動きはAlif Semiconductorとの戦略的パートナーシ
ップでした。この取引は、エッジで直接実行される超低消費電力でプライバシー重視のAIソリュ
ーションを作成することに焦点を当てています。これは、彼らの開発者第一主義の直接的なハー
ドウェアの現れであり、ARで真に革新を起こすと彼らが信じるコミュニティのために、強力でハ
ッキング可能なツールであるMonocleを提供しています。

彼らの戦略的な賭けは、Best
Buyの買い物客ではなく、ガレージでいじくり回す技術者です。Brilliant Labsは、壁に囲まれた
庭を持つ巨人の対極にあります。彼らは、ARのキラーアプリはMetaの企業のPowerPoint資料か
らではなく、オープンで強力なツールを持つ独立した開発者から生まれると賭けています。プラ
イバシーとオンデバイス処理に焦点を当てることで、彼らは開発者が許可を求めることなく信頼
し、構築できるプラットフォームを築いており、ARフロンティアの主要なツールメーカーとして
自らを位置づけています。

ギャップは消費者市場全体ですが、それが重要な点です。Monocleは、技術的なリテラシーを必
要とする、臆することなくニッチなデバイスです。これはその核となる強みであり、商業的な上
限でもあります。巨人が洗練された制限的なデバイスで主流の支配を争う一方で、Brilliant Labs
は、2028年に巨人がコピーしようとするであろうユースケースを発明する早期採用者やビジョナ
リーたちの忠誠心を勝ち取っています。彼らの課題は、主流のプラットフォームが必然的に強力
になる中で、関連性を保ち続けることです。
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総評 — 買い。開発者、ハッカー、クリエイターにとって、Monocleは手に入れることができる
最もエキサイティングで、オープンで、強力なARツールです。

Even Realities

実際にはユニコーンである一芸だけのポニー
業界の多くが『AIアシスタント』の曖昧な可能性について議論している間に、Even Realitiesは具
体的な奇跡をもたらしました。G1によって確立された小売での存在感を基に、同社のG2モデルは
2025年後半に、リアルタイムの視界内言語翻訳という、唯一無二の驚くべき機能を搭載して登場
しました。同社は単にアップデートを出荷したのではなく、ソリューションを出荷し、ユニバー
サル翻訳機というSFの夢を、購入可能な商業製品に変えたのです。

Evenの戦略は、集中力の優れた見本です。それは、『スマートグラスは何のためにあるのか？』
という問い全体を回避し、一つの高価値な答えを提供します。その賭けは、グローバルなプロフ
ェッショナルの相当な市場にとって、言語の壁を完璧に取り除くデバイスは『あったらいいな』
というガジェットではなく、ビジネスに不可欠な機器であるということです。この焦点は、ハー
ドウェア設計からマーケティングまで全てを簡素化し、多機能ではなく魔法のように感じられる
体験を提供することを可能にしています。

彼らの最大の強みは、同時に最も明白な脆弱性でもあります。Even Realitiesは今日、翻訳分野を
独占しており、そのソリューションはライバルが後付け機能として提供するものよりも桁違いに
優れていると感じられます。ギャップは、GoogleやMetaの汎用AIモデルが『十分良い』ものにな
るまでにかかる時間です。Evenの長期的な生存は、彼らがこの技術的リードを維持し、彼らの専
用ソリューションが、まもなく他のすべてのデバイスに搭載される『無料』バージョンよりも明
らかに優れていることを保証できるかどうかに完全にかかっています。

総評 — 買い。もしあなたが複数の言語をまたいで仕事をするなら、G2はスマートグラスでは
なく、スーパーパワーです。
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ディープダイブ — アジアプレイヤー
XREAL

テザー接続にすべてを賭けるARの純粋主義者
XREALは2025年後半から2026年初頭にかけて、その中核的提案である「装着できる最高のスクリ
ーン」の創造に磨きをかけました。競合他社がスタンドアロンAIやミニマリストなオーディオを
追求する中、XREALはONEシリーズに注力し、2026年4月には強化された「Real 3D」機能を展開
しました。これは新しいハードウェアの展開ではなく、ゲーミングや映画コンテンツ向けにバー
チャルディスプレイをより没入感のあるものにするために設計されたソフトウェアの誇示でした
。積極的なプロモーション価格と組み合わせたこの動きは、明確なシグナルでした：XREALは顔
につけるコンピュータを作っているのではなく、究極のポータブルモニターを完成させようとし
ているのです。

同社の戦略的な賭けは、市場の重要なセグメントが他の何よりも視覚的な忠実度を優先し、それ
を手に入れるためにはケーブルの存在を許容するだろうということです。彼らは、スマートフォ
ンやラップトップの処理能力が当面の間、デバイス上のチップを上回り続けると予測しており、
テザー接続はゼロ遅延で高解像度の体験を得るための論理的な妥協点となると考えています。デ
ィスプレイパイプラインのみに集中することで、XREALは、プライベートな100インチスクリーン
をオンデマンドで求めるモバイルゲーマー、リモートワーカー、そしてコンテンツを一気見する
人々の世代にとって、頼りになる周辺機器になることを目指しています。

この集中は、彼らの最大の弱点でもあります。広大なソーシャルグラフとAIを持つMetaや、固く
閉ざされたエコシステムを持つAppleとは異なり、XREALはプラットフォームを所有していません
。AndroidからWindowsまで、他社のオペレーティングシステムに完全に依存するプレミアムな
ハードウェアアクセサリーなのです。これにより、Vitureのような競合他社からの安価で「十分
に良い」ビデオグラスと、真のオールインワンARデバイスの迫り来る脅威との間で、不安定な立
場に置かれています。説得力のある独自のソフトウェアレイヤーがなければ、統合されたインテ
リジェンスへと急速に進化している市場において、ハイエンドなコモディティ（汎用品）になる
リスクがあります。

総評 — バーチャルディスプレイのニッチ分野における強力なリーダーですが、テザー接続と他
社のプラットフォームへの依存により、オールインワンエコシステムがますます勝利を収める
レースにおいて、脆弱なサラブレッドとなっています。

Rokid

中国のヒドラ：あらゆる戦線への同時攻撃
Rokidほど積極的に多作な企業はありませんでした。2025年半ばから2026年春にかけて、同社は
1つではなく3つの異なる製品ラインを発売しました。独自のディスプレイとAIを搭載したRay-Ba
n Metaの直接の競合製品、AppleのVision Proに対する低価格な回答としての「AR
Spatial」、そして音声対話のみに焦点を当てたディスプレイのない革新的なデバイス「AI
Glasses Style」です。半ダースのレポートで詳述されたこの多角的な攻勢は、同社が公の場で反
復開発を行い、何がうまくいくかを見極めるためにあらゆるものを試していることを示しており
、その野心を実現するためにQualcommの最新シリコンを活用しています。
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Rokidの戦略は、容赦ないセグメンテーションによる市場飽和です。彼らはすべてを支配する1つ
のデバイスを作ろうとはしていません。代わりに、カジュアルなAIアシスタントユーザーから、
エンタープライズクライアント、予算を意識する空間コンピューティング愛好家まで、あらゆる
潜在的なユーザーを取り込もうとしています。彼らの賭けは、市場が単一のフォームファクター
には多様すぎ、スピードと幅広さが、より慎重で集中した西側の巨大企業の戦略を圧倒できると
いうものです。海外展開する中国人ユーザー向けに特別に調整されたYunque
AIにより、彼らは計算された地政学的な動きも行っています。

弱点はグローバリゼーションです。Rokidのハードウェアは間違いなく印象的で、猛烈なペース
で進歩していますが、そのソフトウェアとAIは地方的な感じがします。「Yunque
AI」は強力かもしれませんが、Meta AI（WhatsAppと連携）やGoogle Assistantを非常に魅力的
にしている、深くデータ豊富なエコシステム統合が欠けています。アジア以外でのブランド認知
度はごくわずかです。真に競争するためには、Rokidはそのハードウェアの卓越性を世界的に共
感を呼ぶソフトウェアプラットフォームに変換しなければならず、これは以前にも多くのハード
ウェア先行のアジアの巨人たちを打ちのめしてきた課題です。

総評 — この分野で最もダイナミックで攻撃的なプレイヤー。彼らのハードウェア開発のペース
は恐ろしいほどですが、それに見合う世界クラスのソフトウェアとサービスのエコシステムを
構築できなければ、策略で出し抜かれる可能性があります。

TCL RayNeo

製造業の巨人による計算された二方面攻撃
同名のディスプレイ製造の巨人から生まれたスマートグラスの子孫、TCL RayNeoは、二股に分か
れた製品ラインで2026年の野心を明確にしました。2026年4月、スタンドアロンAIの強者であるR
ayNeo X3 Proと、純粋な映画体験を提供するバーチャルディスプレイであるAir 3s Proとの対決は
、社内対立ではなく、市場への提言でした。TCLのスクリーン技術における深い経験はハードウ
ェアに明らかですが、本当に重要なのは彼らの2026年の市場投入戦略です。彼らは2つの異なる
ユースケースに対して、2つの個別でクラス最高のソリューションを出荷したのです。

戦略的な賭けは、「スマートグラス」市場は一枚岩ではないということです。RayNeoは、プロア
クティブなAIアシスタントとプレミアムなメディアビューアーの両方である単一のデバイスを作
ろうとすると、妥協した製品になると考えています。努力を分割することで、特定の垂直市場を
征服することを目指しています。X3 Proでは「ウェアラブルAI」層をターゲットにし、Air 3s Pro
ではゲーマーや映画愛好家に応えます。これはTCLの中核的な製造能力を活用し、妥協すること
なく各ターゲット層の部品コストとユーザーエクスペリエンスを最適化することを可能にします
。

RayNeoの致命的な弱点はブランドとソフトウェアです。TCLはテレビではよく知られた名前です
が、「RayNeo」はRay-BanやAppleと比較してブランドの魅力が全くありません。さらに重要な
ことに、X3 ProのようなスタンドアロンAIデバイスは、そのアプリエコシステムとアシスタント
の知性によって成否が決まります。この点において、彼らはゼロからのスタートであり、何千人
もの開発者リレーションズチームと何十億もの既存ユーザーを持つMeta、Google、Appleと競合
しています。彼らのハードウェアは一流かもしれませんが、ソフトウェアの銃撃戦にナイフで挑
んでいるようなものです。

総評 — 深刻な問題を引き起こす可能性のある製造力を持つダークホース。その戦略は健全です
が、ゼロから競争力のあるソフトウェアエコシステムを構築するという、記念碑的で、おそら
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く不可能な挑戦に直面しています。

Viture

資金豊富な一芸に秀でた王様
Vitureは2026年に派手な新製品発表で話題を呼んだわけではありません。それよりもはるかに重
要なことを成し遂げました。それは軍資金の確保です。2026年3月に発表された驚異的な1億ドル
の資金調達ラウンドにより、最近の資金調達総額は2億ドルを超え、ビデオディスプレイグラスと
いう単一カテゴリにおけるヘビー級チャンピオンとしての地位を固めました。この大規模な資本
注入は、装着できる最高の、最もシンプルなスクリーンであるというVitureの極めて集中した使
命を裏付けています。

その戦略は、力ずくの市場支配です。VitureはAI、カメラ、ARには関心がありません。彼らは、
市場の大部分が、既存のデバイス（Steam Deck、MacBook、Androidスマートフォンなど）のた
めのプライベートで高品質なディスプレイを単に求めていると賭けています。新たな資本は、サ
プライチェーンを確保し、部品コストを引き下げ、マーケティングであらゆる競合他社を凌駕す
るために使われ、「GoPro」がアクションカメラの代名詞になったように、「Viture」をポータ
ブルディスプレイのデフォルトブランドとして確立することを目指します。

もちろん、この一点集中がそのアキレス腱です。Vitureは周辺機器メーカーであり、他人が所有
する土地に城を築いています。彼らはプラットフォームもOSも、防御可能なソフトウェアの堀も
持っていません。彼らの収益のすべては、Android、Windows、MacOSのようなプラットフォー
ムがオープンであり続けることに依存しています。彼らは、AppleやSamsungのようなプラット
フォーム所有者が自社製競合製品を発売する決定を下したり、XREALのような競合が「Real 3D」
AR機能のために数ドル余分に支払う価値があると市場を説得することに成功したりすることに対
して、極めて脆弱です。Vitureはレースをリードしていますが、その足元のトラックはいつでも
消え去る可能性があります。

総評 — 資金は潤沢で、見事な（ただし範囲の狭い）戦略を実行しています。Vitureは今日、デ
ィスプレイ専用のニッチを支配していますが、その長期的な生存は、プラットフォームの巨人
たちが容易に潰せないほど大きくなれるかにかかっています。

Xiaomi

眠れる巨人が裏口から参入
2026年1月のXiaomiのスマートグラス分野への参入は、特徴的に慎重かつ実用的で、そして危険
なものでした。「Mijia Smart Audio Glasses」は、複雑なディスプレイや未実証のAIを避け、代
わりにスタイル、快適さ、そしてしっかりしたオーディオ性能という基本に焦点を当てました。
これは技術デモではなく、数百万台の販売を目的としたマスマーケット製品です。オーディオの
みで始めることにより、Xiaomiは自らを世界的な勢力にした戦略、つまり、高価値で複雑性の低
い製品で足がかりを築いてからエスカレートするという戦略を再現しています。

戦略的な賭けはトロイの木馬です。Xiaomiは、人々の顔にハードウェアを装着させる最も早い方
法は、まず簡単な問題を解決することだと考えています。オーディオグラスには、ささやかなが
らも実績のある市場があります。巨大なグローバル小売およびオンラインチャネルを通じて、ス
タイリッシュで手頃な価格の選択肢を提供することで、Xiaomiは大規模なユーザーベースを構築
し、顧客をスマート技術の着用に慣れさせることができます。これらのグラスは、待機中のプラ
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ットフォームであり、データ収集のエンドポイントであり、同社から次に出てくるであろう、よ
り高度なARおよびAIグラスへの入門編なのです。

Metaの機能満載の競合製品と比較すると、Xiaomiの初手は古風に見えます。Mijiaグラスにはカ
メラもディスプレイもなく、2026年の議論を定義する洗練されたプロアクティブAIもありません
。これは重大な機能のギャップです。しかし、これを弱点と見るのはXiaomiを誤解しています。
彼らは今日、Meta Ray-Ban Displayと競争しようとしているのではありません。明日それを時代
遅れにするための基盤を築いているのです。ギャップは機能ではなく、時間にあります。問題は
、彼らがどれだけ迅速に反復開発し、これらのグラスを広大なHyperOSエコシステムに統合でき
るかです。

総評 — ミニマリストなアプローチに惑わされてはいけません。これは、この分野に参入する最
も忍耐強く、潜在的に破壊的なプレイヤーです。今日はオーディオですが、明日は誰も真似で
きない価格の本格的なAR競合製品となるでしょう。

Halliday

「プロアクティブ」なビジョンを持つCESの夢想家
CES 2026のデジタルノイズの中から現れたHallidayは、「プロアクティブAI」グラスという大胆
でハイコンセプトな提案を携えて登場しました。コマンドを待つMetaやGoogleの受動的なアシス
タントとは異なり、Hallidayのアイウェアはユーザーのニーズを予測し、関連情報をリアルタイ
ムでプッシュすることを約束します。このビジョンは、「DigiWindow」という新しいハードウェ
ア用語と結びついており、単純なヘッドアップディスプレイでも完全な視野のARオーバーレイで
もない、情報を表示するための独自のアプローチを示唆しています。Hallidayが出荷したのは製
品ではなく、コンセプトでした。

Hallidayの賭けは大胆です。優れたソフトウェアモデルがあれば、スタートアップが巨人を追い
越すことができるというものです。彼らは、AIアシスタントの現在の「質問と応答」のパラダイ
ムは行き止まりであり、ユーザーはテクノロジーとのより共生的な関係を切望していると考えて
います。「プロアクティブ」なコンテキスト認識AIに焦点を当てることで、彼らはツールという
よりは認知的なパートナーのように感じられる、真に不可欠なデバイスを作り出すことを目指し
ています。「DigiWindow」は、この新しい対話モデルに最も適したハードウェア革新として、彼
らの売り文句となっています。

Hallidayにとってのギャップは、率直に言って、CESのブースとグローバルなサプライチェーンと
の間の深淵です。彼らにはブランドも、製造規模も、開発者コミュニティも、管理されたデモ以
外の実証済み技術もありません。プロアクティブAIという彼らのビジョンは魅力的ですが、それ
はGoogleのAndroid XRプロジェクト全体とMetaの数十億ドル規模のReality Labsへの投資の明確
な目標でもあります。Hallidayは、同じ目的地に向かって航行している空母艦隊を出し抜こうと
する一隻のスピードボートのようなものです。

総評 — UXに不可欠な進化を推し進める、刺激的でハイリスク・ハイリターンなスタートアッ
プ。最も可能性が高いのは買収ターゲットとなることであり、2028年までに自社名で数百万台
を出荷する可能性は最も低いです。
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ディープダイブ — スペシャリスト
Samsung

AndroidのXRチャンピオンがiPhoneの瞬間を待つ
GoogleおよびQualcommとの提携が「Android
XR」プラットフォームを定義します。2025年の出荷は、ハイエンドのGalaxy
XRヘッドセットに連動して控えめになるでしょう。本格的な量産は2026年後半に初のAndroid XR
スマートグラスで始まります。初期出荷はプロシューマーおよび開発者市場をターゲットとし、2
026年にはグラスが数十万台、ヘッドセットは50万台に達する可能性があります。

Samsungは、Googleおよびより広範なAndroidエコシステムとの緊密な統合に大きく賭けていま
す。その戦略は、スマートフォンの成功を再現することです。つまり、標準化されたソフトウェ
アプラットフォーム向けに、ディスプレイやセンサーなどのクラス最高のハードウェアを提供す
ることです。このアプローチは、その巨大な製造規模と小売プレゼンスを活用し、価格とフォー
ムファクターが成熟すれば、主流市場を支配する可能性があります。

Samsungの主な利点は、Metaのような競合他社が羨むしかない、その潜在的な規模と部品サプラ
イチェーンの管理能力です。しかし、主な弱点は、Apple Vision ProやMeta Questストアに匹敵
する実績のあるファーストパーティのコンテンツエコシステムがないことです。その成功は、Go
ogleが新しいAndroid
XRプラットフォームに開発者を引き付ける能力に大きく依存しており、これはまだ未知数です。

総評 — 待機

Mentra

AIファーストのプラットフォームを構築するオープンソースのダー
クホース
Mentraはハードウェアの量産メーカーではありません。2025年から2026年の出荷台数は、主に
開発者やアーリーアダプター向けに数千台規模に留まる見込みです。目標はハードウェアを販売
することではなく、そのオープンソースオペレーティングシステムとMentra Live AIプラットフォ
ームを普及させることです。成功は、直接的な販売台数ではなく、開発者の採用とサードパーテ
ィによるハードウェアのフォークによって測定されます。

MentraはオープンさとAIに大胆な賭けをしています。Apple、Meta、Googleの壁に囲まれた庭園
に代わるオープンソースの代替手段を提供することで、XRのLinuxとなることを目指しています
。この戦略の中核はMentra Liveです。これは、互換性のあるスマートグラスの基本的な頭脳とし
て設計された、リアルタイムでコンテキストを認識するAIサービスであり、実用的で日常的な支
援に焦点を当てています。

Mentraの徹底したオープン性が最大の差別化要因であり、大手テクノロジー企業のゲートキーパ
ーを警戒する開発者を引き付けています。主な弱点は、大規模なリソース不足と消費者向けブラ
ンドの欠如です。魅力的なユーザーエクスペリエンスを構築するためには、コミュニティとハー
ドウェアパートナーに依存する必要があり、これは断片化や品質のばらつきにつながる可能性の
ある困難な道です。
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総評 — スキップ

Vuzix

自社の領域を静かに守るエンタープライズのベテラン
Vuzixはエンタープライズ向け出荷で着実な成長を続けるでしょう。Z100とShieldグラスを合わせ
た出荷台数は、2026年までに3万～5万台に達すると予想されます。販売サイクルは長く、物流、
製造、ヘルスケアにおける特定の企業導入に連動しています。Vuzixは消費者向けの数量を追わず
、高利益率で継続的なB2B契約に注力しています。

Vuzixはエンタープライズおよび現場作業員セグメントへの取り組みを強化しています。その賭け
は、この市場が最先端の消費者向け機能よりも、信頼性、セキュリティ、専門的なソフトウェア
統合を重視するというものです。Z100シリーズはシンプルな通知ディスプレイで大規模な安全メ
ガネ市場をターゲットにし、Shieldはより複雑なタスクのために高度なARを提供します。

エンタープライズにおけるVuzixの豊富な経験と、認証済みの頑丈なハードウェアの幅広いポート
フォリオが、同社に強力な足場を与えています。弱点は、技術的に保守的であるという認識が広
まっていることです。SamsungやAppleのような巨人がより高度なハードウェアでエンタープラ
イズ市場を狙うにつれて、光学系やフォームファクターにおけるVuzixの技術的リードは急速に侵
食される可能性があります。

総評 — スキップ

Magic Leap

誇大広告から謙虚へ：光学IPへの転換
Magic Leap 2の出荷はニッチなままで、高価値の企業および医療トレーニング用途に焦点を当て
、2026年まで年間1万台未満となる可能性が高いです。同社はハードウェアの量産戦略から撤退
しました。真の物語は販売台数ではなく、先進的な導波路光学技術に関して締結できるライセン
ス契約の数です。

戦略は、統合デバイスメーカーからコア技術のライセンサーへの完全な転換です。Magic Leapは
、業界をリードする光学およびディスプレイIPが、自社の高価なヘッドセットに閉じ込めるより
も、他のハードウェアメーカーに販売する方が価値があると賭けています。これにより、製造と
マーケティングにかかる莫大な資本支出なしに、市場全体の成長から利益を得ることができます
。

Magic Leapの主な利点は、世界クラスの光学エンジニアリングであり、現在利用可能な中で最も
明るく鮮明な導波路をいくつか生み出しています。最大の弱点は、初期の誇大広告サイクルとMa
gic Leap 1の失敗によるブランドイメージの根強いダメージです。同社は、潜在的なパートナーに
対して、自社が安定的で信頼できる技術プロバイダーであり、直接の競合相手ではないことを証
明しなければなりません。

総評 — スキップ

INMO

世界的な翻訳を目指す軽量級の挑戦者
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INMOは「ライトAR」カテゴリで爆発的な消費者成長を遂げる位置にあります。Air 2と簡素化さ
れたGOモデルにより、価格設定と機能が受け入れられれば、出荷台数は2025年の5万台から2026
年には20万台以上に拡大する可能性があります。その成功は、卓越した翻訳機能で旅行および国
際ビジネス市場を獲得できるかにかかっています。

INMOは、リアルタイム翻訳という単一の強力なユースケースに賭けています。GOモデルで軽量
、手頃な価格、社会的に受け入れられやすいフォームファクターを作成することで、複雑なAR機
能での競争を回避しています。戦略は、特定のペインポイントに対してはるかに優れた体験を提
供し、頻繁な旅行者やグローバルなコミュニケーターにとって必需品となるデバイスを作ること
です。

INMOの強みは、その焦点とアクセシビリティです。500ドル未満のデバイスで、具体的で理解し
やすい価値提案を提供します。主な弱点は、翻訳のニッチを超えてその魅力を制限する可能性の
ある狭い機能セットです。GoogleやSamsungのような大手企業が、より高性能でエコシステムに
統合されたグラスに優れた翻訳機能を組み込むことに対して脆弱です。

総評 — 購入

Solos

オーディオ優先、AIビジョンは二の次：スマートオーディオ戦略
スマートオーディオグラスカテゴリのリーダーとして、Solosは大幅な販売台数を見る可能性があ
ります。AirGo Vision GPTの出荷台数は2025年に10万台に達し、2026年には倍増する可能性があ
ります。製品の魅力は、オーディオグラスとしての親しみやすさにあり、AI機能は強力だがオプ
ションのアップグレードとして機能し、主流の消費者の参入障壁を下げています。

Solosは、スマートグラスへの入り口は目ではなく耳からだと賭けています。その戦略は、まず音
楽や通話でオーディオグラス体験を完成させ、次にGPT統合のような魅力的なAI駆動の機能を重
ねることです。このオーディオファーストのアプローチは、真のARグラスが抱える光学およびバ
ッテリーの課題を回避しつつ、スマートな機能性を提供します。

Solosの利点は、成熟したオーディオハードウェアと実用的なアプローチであり、Whisper技術を
介してユーザーのスマートフォンを処理能力として活用します。これにより、グラスはより安く
、軽く、長持ちします。弱点は、それがビジュアルコンピューティングデバイスではないことで
す。BoseやMetaのRay-Banラインの製品と競合し、そのAI機能はChatGPTのようなサードパーテ
ィのサービスに依存しています。

総評 — 購入



SMART GLASSES DAILY · smartglassesdaily.com ページ 19

結論
2026年の勝者
Meta。このソーシャルメディアの巨人は、Ray-Banとのパートナーシップと絶え間ないソフトウ
ェアアップデートサイクルを武器に、黎明期の消費者市場を征服しました。栄養追跡やWhatsAp
pの要約などの機能により、彼らは自社のグラスを単なる目新しさではなく、真に便利なものにし
ました。度付きレンズの問題に正面から取り組み、物議を醸す顔認識の可能性をちらつかせるこ
とで、Metaは単に参加しているだけでなく、ペースを作り、カテゴリーを定義しています。

Rokid。Metaが既存勢力だとすれば、Rokidは東洋からの反乱軍です。この中国の強豪は、西側
のライバルを凌駕するイノベーションを起こし、魅力的なVision Proの代替品と、洗練されたロー
カライズされたAIを搭載した直接的なRay-Banの競合製品の両方を提供しています。ディスプレ
イなしの音声アシスタントのような斬新なフォームファクターを試す意欲は、彼らがアメリカの
競合他社よりも市場をより明確に、より細分化して捉えていることを証明しています。彼らは注
目すべきブランドです。

非スマートグラス。巨人が終日利用可能なARという捉えどころのない夢を追いかける一方で、静
かな革命が起きています。1億ドルの軍資金に支えられたVitureとXREALは、シンプルで高品質な
ウェアラブルディスプレイに巨大な市場が存在することを証明しました。彼らはコンピューター
になろうとしているのではなく、あなたの個人的なプライベートシネマなのです。2026年には、
すべての問題を解決しようとして失敗するよりも、1つの問題をうまく解決する方が優れています
。

衰退する企業
Snap。10年にわたる開発と数十億ドルの投資は、饗宴の幽霊に等しい結果となりました。大量解
雇で会社が弱体化し、主力製品である「Specs」の発売が何年も遅れている中、SnapはすでにMe
taに勝利を収められた市場に製品を投入しようとしています。彼らは決断力の欠如がもたらす危
険性の記念碑であり、最初の戦いの前に戦争に負ける方法のケーススタディです。

Magic Leap。かつては現実を再構築すると約束したユニコーンでしたが、Magic Leapは今やエン
タープライズという牧草地に追いやられた働き馬です。その高価でニッチなハードウェアは、よ
り機敏な消費者およびプロシューマープレイヤーに周回遅れにされています。Googleとの最近の
提携は、戦略的提携というよりも、特許ポートフォリオのために吸収される前の命綱のように感
じられます。魔法は消え去りました。

未解決の課題
バッテリー寿命
すべてのスマートデバイスのアキレス腱であり、スマートグラスの存続に関わる危機です。常時
接続の積極的なAIコパイロットという夢は、充電ケーブルに繋がれたままゆっくりと死んでいき
ます。エネルギー密度が桁違いに向上するまで、すべてのデバイスは、機能、重量、そして日数
ではなく時間単位で測定される駆動時間との間の痛みを伴う妥協点となります。

屋外でのディスプレイの明るさ
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太陽は依然として無敗です。拡張現実についてのあらゆる話にもかかわらず、ほとんどのディス
プレイは直射日光の下では判読不能になります。この単一で地味な技術的ハードルが、真の終日
ウェアラブルと屋内の目新しさを分けるものであり、バッテリーを溶かさずに実現可能な解決策
を持っている者はいません。

社会的受容性
「Glasshole」という言葉は、今もシリコンバレーに響き渡っています。MetaのRay-Ban戦略は
巧みに技術を隠しましたが、常時待機するAIと顔認識の可能性が間近に迫っており、社会的な火
種を再燃させるでしょう。決定的な課題は技術的なものではなく、倫理的なものです。周囲の誰
もが、あなたの人生のライブストリームに同意なく登場するキャラクターであるかのように感じ
させることなく、どのように革新するかです。

度付きレンズ対応
成人の大多数は視力矯正レンズを必要としていますが、業界のほとんどにとって、それは後回し
にされています。これはニッチな問題ではありません。潜在的な市場の半分以上にとっての障壁
です。度付きレンズの統合がLensCraftersに行くのと同じくらい簡単かつ安価になるまで、スマ
ートグラスは視力が良い人々のためのおもちゃであり続けるでしょう。

プライバシー
これらのデバイスは、外向きと内向きの両方を狙った究極の監視ツールです。常時オンのマイク
、カメラ、そしてあなたが見聞きするものを追跡するAIは、プライバシーの地雷原を作り出しま
す。一部のブランドはプライバシー第一の旗を掲げていますが、市場のリーダーはデータ収集マ
シンです。これは業界の中心にある時限爆弾です。

コスト
市場は、安価で機能の乏しいグラスと、超高価な「空間コンピューター」という、2つの手の届か
ない陣営に二分されています。500ドル未満で真に「スマート」な日常用ウェアラブルは、依然と
して幻想です。参入コストがラップトップよりも高級ヘッドフォンに近くなるまで、スマートグ
ラスが大量に普及することはないでしょう。

2027年の予測
01. Appleは、iPhoneにワイヤレスで接続するスタイリッシュなディスプレイ専用アクセサリー「
Vision Air」を正式に発表し、完全なARプラットフォームではなく、インテリジェントな通知およ
びナビゲーションデバイスとして位置付けるでしょう。

02. 市場は、オンデバイス処理でプライバシーを優先する「Edge
AI」グラスと、サーバーにオフロードすることで優れたパワーを提供する「Cloud
AI」グラスに分裂し、哲学上およびマーケティング上の大きな分断を生み出すでしょう。

03. 主要なエンタープライズARプレイヤー、おそらくMagic Leapは、特許目的で買収されるか、V
uzixのような企業の専門的なソリューションと競争できず、完全にソフトウェアに軸足を移すで
しょう。

04. XREALとVitureが先駆けた「ウェアラブルディスプレイ」カテゴリーは、200ドル未満のコモ
ディティ化したアクセサリー市場となり、航空会社の座席やゲーム機のバンドルにスクリーンが
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統合されるでしょう。

05. ブレイクスルーカテゴリーは「オーディオファースト」グラスになるでしょう。ディスプレイ
がなく、ファッショナブルなフレームで、数日間のバッテリー寿命を持ち、AIアシスタントへの
控えめな音声インターフェースとして機能し、真のマスマーケット向けスマートグラスとなるで
しょう。

06. 顔認識などの機能に対応して、EUが先駆けて初の「スマートウェアラブル」規制を導入し、
明確なインジケーターを義務付け、グラスによってキャプチャされるデータに関する新しいプラ
イバシールールを作成するでしょう。

07. Android XRプラットフォームを活用し、SamsungはRay-Ban Metaの直接的で積極的な価格設
定の競合製品を発売し、深いGalaxyエコシステム統合とよりオープンな開発者プラットフォーム
で差別化を図るでしょう。

08. 大手眼鏡チェーンは「スマートモジュラー」アップグレードの提供を開始し、顧客がある会社
の標準化されたAIおよびオーディオモジュールを、別の会社の幅広いフレームのセレクションに
追加できるようになるでしょう。

2026年の物語は、収束ではなく、知的な分岐の物語です。すべてをこなす強力なARヘッドセット
という単一のビジョンは、AI搭載カメラ、プライベートなポータブルシネマ、控えめなオーディ
オアシスタント、そして焦点を絞ったエンタープライズツールといった、明確で実行可能な製品
カテゴリーのスペクトルへと砕け散りました。

もはや競争はスマートフォンを置き換えることではありません。この時代の勝者は、アイウェア
の未来が画一的ではないことを理解した人々です。彼らは壮大で達成不可能なビジョンを追う代
わりに、特定の問題を解決しました。あなたの顔をめぐる戦いがついに本格的に始まり、そして
初めて、その戦線は明確になりました。


